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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・寺澤　彩様～7/23（月）9：30デイケア見学予定。弁当持参するとの事。

・松永　勘五郎様～明日、後期高齢者医療保険の手続き予定。（柴田）

・宮　陽子　様～7/18（水）16：30よりケース会議予定。（上野）

・7/17・18（火・水）第2回院内研修実施予定。

・8月プログラムテキストの作成と入力を早急に行う事。

・今月中に青陽館の防災訓練予定。（防災組織図をメールするので確認する事）

＜青明舎情報交換＞

・我満　奈津紀様～7/10ファミリーサポート（子育ての援助を受けたい人と支援をしたい人で成り立つ会員制）の説明会に行ってきたと報告される。年会費2000円で講義なども受けられるため、登録を考えているとの事。

・松川　順子　様～7/10「体がだるくて、朝なかなか起きれずデイケアを遅刻している。また、前までは洗濯と掃除を同時進行で出来たが、最近は一緒に出来なくなった。どうしてそうなったか理由はわからない」と話す。担当医からは減薬の提案があったが、減薬することで副作用（物音が気になったり等）が出てくる可能性があると説明を受けたため減薬するか迷っているとのこと。減薬により現在感じている生活のしづらさが改善できるなら、次回受診時担当医へ減薬を試したいこと、また副作用が出てきたら薬をすぐに戻して欲しいことを伝えても良いのではないかと青明舎スタッフより本人へ伝えている。

・佐藤　朗子　様～7/10本人より電話あり①同僚に同じことを何度も聞かれストレスが溜まる②パートから洗濯場の仕事以外の仕事を押し付けられる③おむつ交換が遅い新人がおり、清拭の洗濯が業務内に終わらないとの相談あり。①については同僚にメモをとるよう伝える②については事業所の担当スタッフに相談する事③については新人が成長するまで少し待ってあげるよう伝えている。

・久保　興介　様～7/10本人より「苛々するため頓服薬を何日間かまとめて飲みました。でも苛々が治りません。誰かに話しを聞いてもらえれば落ち着くと思んですが」と電話あり。どのような話しをしたいのか確認すると病気についてと答えるため、青明舎で傾聴は出来るが、何かアドバイスが欲しい際は病院に相談した方が良いことを伝えている。翌日受診している。7/11「体を休めようと思い寝ていたら、母に扇風機を使うのはもったいないと言われ止められた。母に話しを聞いて欲しかったが、最近は話しも聞いてくれないし、苛々していたため母を叩いた。」と電話あり。何を望んで青明舎へ電話したか確認すると「母を叩いたことは正当防衛ということを報告したくて」と答える。母を叩いたことに少しでも罪悪感を感じているなら母へ謝罪し、話しをしたいと言う気持ちを伝えるよう促している。

・平　京子　様　～7/11生活状況について確認すると、問題なく生活できていると答える。パンの摂取量を半分にしたことで、１㎏減量出来たと話す。パンに多めのマーガリンを使用する傾向があるため、次回訪問時に１食分に使用するマーガリン量を確認することを伝えている。7/15定期訪問実施。マーガリン量の確認を行っている。食パン半分に対してのマーガリン量が多めであることを伝えると、「これ以上少なくなんて出来ない。栄養指導でもマーガリン量については言われていない」と話している。本人と中性脂肪の値が高く、指導を受けていることを振り返っている。どのような栄養素も摂取の必要性はあること、適量を摂取していくことが大切であることを伝えている。きのこ類を食事に取り入れるのは調理方法が浮かばないため購入までいかないと話しており、スタッフよりいくつか提案している。

・高柳　和子　様～7/11定期訪問実施。落ち込み横になって過ごしていたとのこと。落ち込んだ理由について問うと「原因はよくわからないけど、朝からパンダ赤ちゃんが亡くなったニュースを何回もやっていて悲しくて」と答えるため、暗い話題のニュースは長時間みないよう伝えている。体重増加しＢＭＩ２６とのこと。7/2より食べたものをノートに書いておりノートを見せてくれるが、間食量が多い。間食量は1日200キロカロリ以内におさえるよう伝えている。

・赤石　陽介　様～7/12八戸赤十字病院呼吸器科受診前に来所。退院したばかりだが飲酒し、明日から職場にも通うとのこと。主治医の許可は出ているのか聞くと、特に何も言われていないとのこと。退院間もないため、職場で過ごす時間の調整をお願いしてみるよう話す。飲酒についても控えたほうが良いのではないかと問うが、本人は気にしていない様子。傷口が化膿しているようで、その処置について八戸赤十字病院へ問い合わせている。

・久保　清美　様～7/15定期訪問実施。アパートの更新は無事に終了したが、駐車場の件は未だは

　　　　　　　　　　っきりしていないとのこと。今後のことも考え、もう一度相談するよう促している。親戚が入院したため、姉と三戸までお見舞いに行ったとの事。会話も出来ず、長くないかもしれないと話しているが、本人のストレスにはなっていない様子。電気代の請求がきており、端数の46円は小銭を使用したいと話している。小銭の使用が習慣化されてきていることを評価している。

・中村　茂　　様～7/14根城内科を受診し、中性脂肪とコレステロール値が高い事から薬の処方があったとの事。次回の診察時に、主治医へ報告するよう伝えている。妹様から携帯電話を購入してもらったが操作が難しいとの事。甥様からかりていた電話は返却済みとの事。金銭管理は妹様が行っている。

・種本　サハ　様～7/14分の夕食後薬が服薬セットボードにセットしたはずが無くなっていた為、服用しなかったと報告される。その日の夕食時に、グループホーム特定メンバーが「びっくりする事を今から見せるから。」と発言した直後の事であったとの事。「自分がグループホーム世話人から褒められたから、うらやましくてやったのではないか。」と、その特定メンバーの仕業だと思っている様子。部屋を離れる際には戸締りを行い、確実に服薬を行うよう伝えている。関係機関へは情報提供をしている。

・大久保　康弘様～7/11「精神は女性が体に入って勝手に動く事だ。」との発言あり増薬となっている。　　「増薬になったが薬が効いているかどうかわからない。幻聴が無くなって初めて薬が効いているって実感できる。眠剤は効く。」と話されている。服薬は確実に行うよう促し、言動の観察を行っていく。

＜利用者様情報＞

・下町　サン子様～本日の午前に水様便を多量に失禁する事がある。腹痛はなく昼食では御飯をおかわりしている。7/13心理検査実施。ＨＤＳ－Ｒ　得点１２点/３０点　ＭＭＳＥ　得点２０点/３０点　一ヶ月前の検査結果と大差はないが、認知症レベルである事から、今後の参加プログラムについて検討予定。

・細越　定生　様～デイケアを退所するとの発言があった事について7/10面談を実施。「自分がこいつら（目的を持たずに過ごす利用者）と一緒かと思うと、そんな自分が嫌になる。そういう迷いが周期的に来て今がその時期だった。」と話される。「同じ所に通っていても自分が変わろうと思うかどうかだと思う。苦しい事から逃げたくなるけど、向き合わなきゃ前に進まない。デイケアに通っている人達にはそれが無い。」と話される。色々と考えもやもやしたり、プライド部分に触れられるとかっとなる事があるとの事。「統合失調症で引きこもってしまい、退所後に通う場所が無くなる事で、自身にとってはリスクが大きい。」と話される。自身の思いを表現できた事を評価している。退所を希望する際には、退所後の生活について関係機関と検討した上ですすめていくよう説明している。本日はスタッフの挨拶について不満を訴えている。

・関　　秀治　様～7/12の昼食後に夕食後薬を服用している事があった為、翌日、服用について確認している。「朝2包飲んだみたいで、帰ってから昨日の分が無かった」と話されている。夕食後薬の服用を確認すると、「今日の分の朝食後薬を昨日の夕食後薬として飲みました」と話しており、昨日は1日で4食後分の内服を行なったとの事。外来にて多く内服したことは報告しており、担当医からは問題ないと説明を受けたと話されている。自身で対応できた事を評価しながら、多く服薬する事を繰り返すのは危険である事を同時に伝え、服薬が曖昧な際には相談していただきたい事を説明している。
＜疾患別診療計画書の検討＞

其田　淑子　様（74）非定型精神病　主治医：川端Ｄｒ　デイナイトケア利用11年3ヶ月

入院歴
S46.7～H11.9　幾つもの病院への入退院を繰り返す

治療歴

・H11.10　青南病院　外来通院　青山荘入所

　H14.2デイナイトケア利用開始

現症
軽躁状態、放歌、気分高揚、迷惑行為、体重増加（70㎏　ＢＭＩ　28）

利用目的

生活リズムの安定、食生活の改善、身体機能の維持・向上、対人技能の向上

長期目標

デイナイトケアに継続して通所し、精神的、身体的に安定した生活を送る

中期目標

1 病状や不安感を、スタッフに伝えることができる。

2 体重増加防止の為、運動を心掛ける。　

③　今後の生活の為に、無駄遣いせずに貯金をする。　　　

短期目標

1 生活、体調の変化をスタッフへ伝えることができる。

②　調子が良い時は立って運動に取り組む。

③　カロリーのある飲み物を控える。

治療計画

①今後の生活や金銭面の不安を傾聴し、ストレス軽減を図り、病状悪化を防ぐ。必要時は関係機関と連携し、今後の治療・支援について検討していく。

②デイナイトケア通所を促し、活動性の維持・向上を図る。通所拒否する際は必要性を説明していく。

③運動プログラムでは、出来る範囲で体を動かすよう声掛けを行う。また、本人が生活の中で実践できる運動方法について提案していく。

④休日の過ごし方を確認し、食事内容や金銭管理について振り返りを行う。また、飲水量について、内容・金額を確認し、浪費と体重増加を防ぐ。
現　状

・飲み物、カップラーメンなどの購入や外食が多く、浪費や体重増加に繋がっている。

・コーヒーにスプーンで砂糖2杯を入れている。

・一ヶ月の予算内でおさめる事が出来ているが、貯金は出来ない。

・足のむくみがあり、利尿剤が処方されている。水分摂取量が多い様子。

・冬は足の痛みを訴える事が多い。エアロビには参加せず、椅子に座り運動する事が多い。

検討結果

・短期目標④として、一ヶ月の生活費予算やいくら貯金するのかを具体的な数字で示し追加記入する。

・治療計画④を、金銭・対人との項目を分けて表記する。

・治療計画に、水分摂取量の確認を追加記入する。

・本人と利用目的などを再度確認した上で、目標・計画を再検討する。
